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働き方改革の動向

に期待する効果と課題

の戦略

で失敗しない
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働き方改革の動向
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働き方改革の具体的な施策として、
どのようなことを実施、または課題とお考えですか？

0.00% 10.00% 20.00% 30.00% 40.00% 50.00% 60.00% 70.00% 80.00%

現場業務の効率化（例：営業活動など
の移動を伴う業務の効率化）

ワークライフバランスの実現（育児・介護との
両立、オフィス外業務 在宅勤務を含む）

優秀な人材の確保

コミュニケーション促進

その他シトリックス調査
年 月

【複数選択】

女性の活躍

ペーパーレス化

革新的な製品・サービスの
開発（イノベーション）

オフィスレイアウトの再考



5 - Citrix Systems Japan KK

柔軟な働き方

コラボレーションの加速

現場業務の効率化と顧客満足

お客様が働き方改革によって期待する効果

←
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現場業務の効率化
と顧客エンゲージ

コラボレーション加速 柔軟な働き方

概要

• 顧客接点や現場業務における時間節約
• サービス品質、お客様満足度の向上
• 現場と経営のリアルタイムの情報同期な
どによる意思決定スピード向上。

• 広範囲での知識共有による開発業務、
問題解決の時間短縮

• 新たな価値創造やイノベーションの為のコ
ミュニケーション促進

• 構造的な社会変化に対応すべく「働く」
パラダイムを変える取り組み

• 組織文化や制度の変革、経営・人事戦略と
強く同期が必要

評価指標：定量

• 節約した時間 x 人件費
• 不要になった移動費
• 顧客・現場訪問数
• 現場の問題解決時間の短縮など

• 不要になった出張費・移動費
• 社内ミュニケーション回数の増加
• 広範な知識共有による問題解決速度向上
• 開発サイクルの短縮化

• 優秀な人材や労働力確保
• 離職率の低下
• 従業員の満足度向上

評価指標：定性 • 対面サービスにおける顧客満足度 • 広範な意見交換による創造的活動の増加 • 企業としての魅了向上

推進アプローチ トップダウン & 現場主導 トップダウン & 現場主導 トップダウン

適用範囲 部分組織 部分組織 or 全社 部分組織 or 全社

ツールの典型例

お客様の投資領域とワークスペース

仮想アプリケーション・デスクトップ

SaaS /  クラウドアプリケーション

コラボレーションツール（チャット/Web 会議など）

クラウドストレージ

アナリティクス（AI）
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働き方改革の推進に向けて導入済み、または
導入を検討されているソリューションは何ですか？

0.00% 10.00% 20.00% 30.00% 40.00% 50.00% 60.00% 70.00%

会議などのコラボレーションツール

仮想デスクトップ／アプリケーション

ツール、ソリューション

モバイル管理ツール

その他

その他のクラウドアプリケーション
クラウドストレージサービス

ツール、ソリューション

ツール、ソリューション

シトリックス調査
年 月

【複数選択】

および
の最適化

関連する
ソリューション



に期待する効果と課題
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日本と海外の 利用状況

出展
総務省 ICT 分野の革新が我が国経済社会システムに及ぼす
インパクトに係る調査研究

メール
スケジュール
連絡先

基幹システム 機密データへのアクセス 人事管理システム
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の実現によって期待される効果

172

161

65

97

8

74

95

48

53

生産性の向上
・業務効率化
メールや へ迅速なアクセス
移動時の重量、質量の軽減
場所、時間を問わず社内システムへアクセス
SNSの有効利用

・社員のモチベーション向上
自分の使いたいデバイス、OS、UI
時間の有効利用（移動時間、早退後の隙間時間など）

コスト削減
・会社側での調達費用、運用費用（修理対応、問い合わせ）の削減
・トレーニングコストの削減

シャドーITの軽減
・BYODを前提としたシステムおよびルール作成
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の課題

172

161

65

97

8

74

95

48

53

セキュリティリスク
・盗難、紛失

・人為的な企業情報の持ち出し

・個人領域の侵害

コスト
・上記セキュリティリスクへの対応と端末配布とのバランス

・レガシーアプリケーションへの対応（改修、 への移行など） BYOD 会社
支給

セキュリティリスク
対応
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とテレワークの相関関係

172

161

65

97

8

74

95

48

53

出展
総務省 テレワークガイドライン

テレワークを実現するいずれの
パターンにおいてもBYODとの
親和性が高い



の戦略
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顧客満足度と従業員満足度について

ロイヤリティの向上

社員の
ロイヤリティ向上

より良い人材の
確保

新たな顧客体験

社内
サービスの
改善充実

社員の
生産性向上

売上
利益
の拡大

顧客満足度の
向上

社員満足度の
向上

外向け
サービスの
改善充実

外部サービスの利益循環

社内サービスの利益循環

満足度
創出
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ユーザーの利便性を阻害する現在のIT環境における課題

国内
アクセスポイント

国内
アクセスポイント

国内支店

Web 
Apps

Internet 
Apps

国内

海外支店

海外
アクセスポイント

海外
アクセスポイント

Web 
Apps

Internet 
Apps

様々なデバイスや
アプリ

場所

データ
センター

ファイルサービス

基幹
システム

ファイル
サービス

インターネット

様々なアプリやサービスのためログインが大変

様々なアプリやサービスを使いこなすのが大変

どんなデバイスでもアクセスしたい

ファイルサービスが分断化していて共有が困難

クラウドやアプリにアクセスする際に
レスポンスが遅い

従来型ファイルサービス クラウドファイルストレージ CRM上ファイルストレージ

観点 セキュリティ 性能 管理性可用性

負荷増大

複雑なロードバランスの管理

セキュリティを担保しながら複数サービス・アプリ・デバイスを管理
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次世代従業員エンゲージメントプラットフォームについて

国内
アクセスポイント

Cloud

国内
アクセスポイント

SaaS

国内支店

Web 
Apps

Internet 
Apps

国内

Datacenter

海外支店

海外
アクセスポイント

Cloud

海外
アクセスポイント

SaaS

Web 
Apps

Internet 
Apps

様々なデバイスや
アプリ

場所

データ
センター

VPN WAN

ファイルサービス

基幹
システム

ファイル
サービス

インターネット

マルチデバイス対応

IT観点

ワークスペース

SSOおよび複数のサービスアプリ対応

デスクトップへの容易なアクセス

オンプレおよびクラウドのドキュメント

仕事をガイドする（簡易ワークフロー）
クラウドやアプリをまたぎユーザーに情報を通知

仕事を自動化する

アプリケーションコンテンツアクセスの統合 情報とアクションの統合

インターネット

クラウドアプリケーションを理解したNW機器
適切なNWを理解しNW負荷低減へ

クラウドオンプレの全体のロードバランスの実現

投資を抑えながらも
クラウドやアプリへの

アクセスのレスポンスを向上

モバイルアプリケーション管理およびモバイルデバイス管理

可視化
学習
分析

セキュリティ 性能 管理性可用性
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あらゆるデバイスで一貫したかつ最適化した
エクスペリエンス
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統一されたインターフェイスから仕事に必要な
すべてのアプリケーション、コンテンツにアクセス

および
モバイル
アプリ

仮想デスクトップ

セキュアな
アクセス

セキュアブラウザ

クラウドと
オンプレミスの
ハイブリッド
ストレージ



19 - Citrix Systems Japan KK

1

2

3

4

5

6

1
2

4

5

6

検索バー

必要機能に限定した
アプリケーションへの
リンク

アプリケーションによる
通知およびタスク

による処理領域

仮想アプリケーション
および

仮想デスクトップ

オンプレミスおよび
クラウドに保存した
ファイル

3

週間当たり 日分の時間を従業員に還元（当社調べ）



で

失敗しない
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実現のための実施事項と対応デバイス

業務と個人の領域を分割 Saasアプリケーションの
使用

仮想アプリケーション/
仮想デスクトップ

Windows PC 〇 〇
〇

MAC PC × 〇 〇

iOSデバイス 〇 〇 〇

Androidデバイス 〇 〇 〇

ChromeBook × 〇 〇

レガシーアプリケーション
対応も含めて理想的
ただしコストが高い

利便性は高いが
セキュリティが不安
認証情報管理が煩雑

端末の盗難、紛失への対策
一部のデバイスでは不可
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業務と個人の領域を分割

で暗号化
された保護空間

業務アプリを暗号化されたサンドボックス内で実行し、社内への安全なアクセスと
データ保全を実現

個人アプリ 業務アプリ

オフィス環境

インターネット
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業務と個人の領域を分割

プライベートデバイスの情報（電話番号、 など）を会社に提供せずに
業務アプリケーションだけを保護する

・デバイスの登録（ ）は不要

・アプリケーション毎に保護、リモートアクション
（ロック、ワイプ）が可能

・データの移動、コピー＆ペーストの制御が可能
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業務と個人の領域を分割
連携

モバイル だけではなく の でも業務と個人の領域を分割する
と連携して以下を実現

・アプリケーションごとに業務データへのアクセスを許可、不許可、読み取りのみを設定
・ブロック、上書き（警告するが共有可能）、サイレント（利用者には何も表示されずログを取得）
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アプリケーションの使用

ローカルブラウザで認証（ ）だけ連携

アプリケーションへのシングルサインオンおよび適切な場所での実行

ポリシーによりセキュリティを担保

危険

アプリ組込みブラウザ
や で保護を提供
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アプリケーションの使用
による 、スクリーンショットを防止
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コラボレーションの加速 最適化

ブラウザベースでの使用 での使用

仮想アプリケーション デスクトップ環境での の動作を最適化（デバイスの認識、音声、動画）

での最適化についてはマイクロソフトからモジュールリリース待ちの状況
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コラボレーションの加速 連携
と を連携させて届いたメールから のチャットを起動

にはチャットの結果が保存される
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仮想アプリケーション デスクトップの新しい提供形態

シンプルに速やかに
利用できる

ひとつの
請求書

リソースプレーンも
包含したサービス

簡単に構成

クラウド管理＋モニタリング

アプリ

サービス



30 - Citrix Systems Japan KK

仮想アプリケーション/デスクトップの新しい提供形態
Citrix Cloud with Windows Virtual Desktop

ＥＸＰＲＥＳＳ Route/VPN/etc

Azure バックボーンGateway Service
Azure Japan East

Multi Window10 Window10 Window 7

ESU

WVDのコントロールプレーンは
Citrix Cloudに包含

機能拡張
そして常に最新

ユーザービリティと
セキュリティの向上

最適化と安定化

WVD
コントロールプレーン

閉域網接続

インターネット接続

日本はじめ世界14か所
のAzureが入り口

Citrix Cloud

WVDワークロード



まとめ
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で失敗しないために
業務と個人の領域の分離
・仮想アプリケーション 仮想デスクトップの導入が理想的ではあるがコストが高い

デバイス、アプリケーション単位での実施事項を検討する
クラウドベースでの新しい提供形態を活用する

・デバイスの中での分離
スマートデバイスは個人情報の塊、利用者はそれを侵害されることを恐れる

不要の モードでアプリケーションごとに業務データを保護する

・新しい機能でのデバイス選択の広がり
連携によって の にも環境分離によるセキュリティ保護を実現

アプリケーションの活用
・インターネット接続さえあればどこからでもどんなデバイスからでもアクセスが可能

認証情報はそれぞれで異なるのでシングルサインの仕組みの導入を検討
適切なアクセス方法の選択（ブラウザ、設定情報など）
パスワードや 内での入力情報の抜き取りやスクリーンショットへの対策

上記すべてを で支援いたします！




